
令和4年度四国環境パートナーシップオフィス
管理運営等業務報告書（概要版）

四国環境パートナーシップオフィス（四国ＥＰＯ）

受託団体
特定非営利活動法人えひめグローバルネットワーク



1 四国EPO関連業務

（1）中間支援機能の強化

（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、四国地域の優良事例発信

（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務



（１）中間支援機能の強化

3

各県サテライトデスクを拠点とした体制により、県が主催する委員会の委員や審査等への
協力、多様な主体との協働で事業を実施

→相談対応に活かせるニーズやシーズなどの情報収集、関係性が構築できた。

12月18日

6主体共催による気候変動講演会
（香川県高松市）

7月29日
「令和4年度第1回高知県環境審議会」

（オンライン）
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企業からの研修依頼や相談対応が増え、今まで以上にSDGsや脱炭素への機運の高ま
りを感じる1年だった。行政との連携により相談対応から発展的展開につながった。

8月8日
企業の取組方向性に関する相談

（オンライン）

ア 相談対応

（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

9月16日
今後の活動展開について意見交換

（オンライン）
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（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

イ 情報収集・発信

（ア）Webサイト等の活用（ホームページ）

・ 掲載数：884件（平均73件/月）

（掲載依頼97件、情報収集787件）

環境省や各県HPから収集した

イベントや助成金情報などを掲載

・ 閲覧ページビュー数（累計）

57,500件（平均4,791件/月）

Facebookも
埋め込み

Facebookも
埋め込み
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（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

日ごとに確認ができるように
カレンダー形式で掲載 【関連図書の紹介】

イ 情報収集・発信

（ア）Webサイト等の活用（ホームページ）
SDGsや協働を
テーマとした

図書を登録・貸出

SDGsや協働を
テーマとした

図書を登録・貸出
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イ 情報収集・発信
（ア）Webサイト等の活用（メールマガジン）

（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

コラム、HP掲載
内容をとりまとめ
た内容で構成

コラム、HP掲載
内容をとりまとめ
た内容で構成・ 配信数 12件（平均1件/月）

・ 配信者数 998人
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（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

■Instagram（インスタグラム）

・投稿件数 23件（平均1件/月）

・フォロワー数 72人

イ 情報収集・発信
（イ）内容に応じた広報紙の作成 SNS等の活用による情報発信

■Facebook（フェイスブック）

・ 投稿件数 56件（平均4件/月）

・ ページフォロワー数 708人

・ 記事「リーチ」合計数 10,264人（平均855人/月）
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しこくえぽ「2022年夏号Vol.31」
プラットフォーム採択団体の紹介

しこくえぽ「2022年秋冬号Vol.32」
イベント報告（OECM勉強会）

イ 情報収集・発信
（イ）内容に応じた広報紙の作成 SNS等の活用による情報発信

（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信
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【雑誌取材対応・取組紹介】
LS四国や四国の先進的な取組を紹介し
たいという申し出に対して、関係主体と

ともにヒアリングに対応した。
（コロンブス6月、7月号）

イ 情報収集・発信
（ウ）四国地域の協働取組、地域循環共生圏関連、ESD等の先進的・優良事例の収集・発信

（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

日本語・英語・
中国語で発信
日本語・英語・
中国語で発信
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12月「ゼロカーボンシティ展」展示

（香川県高松市）

【発信を行うにあたり配慮した点】
テーマに沿った内容+各自可能な実践の紹介、四国や全国等、トレンドを含めた幅広い情報

4月6日 RNCラジオ出演
（香川県高松市）

（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

イ 情報収集・発信
（ウ）四国地域の協働取組、地域循環共生圏関連、ESD等の先進的・優良事例の収集・発信
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2月22日 C7勉強会

（香川県高松市とオンライン）

11月2日 地球環境基金助成金説明会
（オンライン）※四国EPOは協力

（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

ウ 対話の場づくり

【配慮した点】

活動団体を中心とした対話の場づくりに、多様な主体が地域や場所を問わず参画できる
ように、オンラインを活用し、コロナ禍で希薄化したつながりを醸成する機会づくりを行った。
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（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

香川県 120

徳島県 40

愛媛県 54

高知県 48

四国外 50

合計 312

（相談のあった地域の内訳）

香川県

39%

徳島県

13%

愛媛県

17%

高知県

15%

四国外

16%
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（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

（相談のあったセクターの内訳）

NPO/NGO 138

行政 61

企業 59

学校 20

社会教育施設 3

個人 23

メディア 7

その他 1

合計 312
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（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

情報N
NPO等(個人含む)に関するもの

31

情報G
行政に関連するもの

9

情報C
企業に関するもの

11

情報S
専門的なもの

29

情報F
助成金や資金調達に関するもの

7

情報O
その他

19

広報 97

協力 47

アドバイス 44

コーディネート 18

スペース利用 0

合計 312

（相談要望の内訳）
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（2）相談対応、情報収集・発信及び対話の場づくり、
四国地域の優良事例発信

（相談時のアクセス方法・手段）

電話 106

来所 44

訪問 21

メール 122

Web会議
/UCS

13

郵便物 6

合計 312

電話

34%

来所

14%

訪問

7%

メール

39%

Web会議

/UCS

4%

郵便物

2%
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毎月開催
PF事業(鬼北町)

定例会

4月21日
ヒアリング

（愛媛県鬼北町とオンライン）

NTTコミュニケーションズ（株）四国支社（活動地域：鬼北町）

「コワーキングスペースを核とした交流人口拡大」

環境省本省が公募選定した採択団体（2団体）に対する伴走支援

10月6日
コ・ワーキングスペースおよび
サテライトオフィスの活用学習会・

意見交換

（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
ア 環境で地域を元気にする地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業
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毎月開催
PF事業(大月町)

定例会

4月20日
ヒアリング

（高知県大月町）

NPO法人大月地域資源活用協議会（活動地域：大月町）

「地域資源の価値を持続可能な形で伝え、豊かに暮らす」

環境省本省が公募選定した採択団体（2団体）に対する伴走支援

（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
ア 環境で地域を元気にする地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業
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11月22日
PF事業中間共有会
（高知県大月町）

事業主体の大月町と鬼北町の取組発表の後、2グループに分かれ「事業推進にあたっ
ての課題、地域の人との関係性づくり」をテーマに意見交換を行った。

（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
ア 環境で地域を元気にする地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

3月8日、9日
成果共有会

（東京都渋谷区）
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事業化支援団体
「かみかつ茅葺き学校」に対する

進捗状況の把握

8月16日
かみかつ茅葺き学校訪問

（徳島県上勝町）

10月21日
（特非）とくしまコウノトリ基金

（オンライン）

卒業団体のフォローアップ調査

1月16日
（特非）84プロジェクト

（オンライン）

（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
ア 環境で地域を元気にする地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業



共同代表
近森 憲助（高知学園大学学長、鳴門教育大学名誉教授）

常冨 豊（中国四国地方環境事務所四国事務所長）

副代表
島田 治男（香川県中小企業家同友会副代表理事）

小林 秀弥（（独）国際協力機構四国センター（JICA四国）所長）

委員

谷川 徹（四国生物多様性ネットワーク事務局）

笠井 誉子（（株）ｒｅクラーレット代表取締役、（特非）徳島の女性を元気にする会理事長）

徳島県危機管理環境部グリーン社会推進課長

香川県環境森林部環境政策課長

愛媛県県民環境部環境局環境政策課長

高知県林業振興・環境部環境計画推進課長

事務局
中国四国地方環境事務所四国事務所

四国環境パートナーシップオフィス 21

（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

企画・運営委員会の運営体制 （令和4年4月時点）
2021年2月17日に設立したプラットフォーム
「ローカルSDGs四国（LS四国）」の運営を行う
2021年2月17日に設立したプラットフォーム
「ローカルSDGs四国（LS四国）」の運営を行う
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

5月20日、10月21日
「企画・運営委員会」開催

（オンライン）

(ア)LS四国の企画・運営委員会及び総会

7月7日
「LS四国令和3年度総会」開催

（オンライン）

LS四国規約に基づき、会を運営し、企画及び運営に必要な事項について役員の承諾を得て進めた。
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

(イ)森里川海推進ネットワーク形成会合及びフォーラムの開催

7月22日
LS四国地域脱炭素推進フォーラムin四国

（オンライン）

四国各県の企業の脱炭素やSDGsにおける自社事例の発表後、司会が進行する形で質疑応答を行
い、取組の背景等を深堀りする機会となった。また、各省庁による助成金等の支援施策も紹介した。
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

(イ)森里川海推進ネットワーク形成会合及びフォーラムの開催

11月19日
橋本林業現地視察
（徳島県那賀町）

11月18日
森里川海ネットワーク形成会議
（徳島県那賀町、オンライン）

環境省担当者からのOECMを巡る動向の説明、四国各県で森里川海の保全に寄与する取組の事例
発表により、持続可能な地域づくりを見据えた地域におけるOECMのあり方を考える機会となった。
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

(ウ)表彰制度の実施

LS四国のビジョン・行動指針の内容に即し、ローカルSDGs（地域循環共生圏）の考え方に資する
優れた事業・取組を表彰し、広く紹介することを目的に募集を行い、審査会を経て、賞を選定した。

1月30日
第2回LS四国表彰審査会

（オンライン）
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

(ウ)表彰制度の実施 「第2回ローカルSDGs四国表彰式」開催（2月22日）

基調講演、受賞団体による事例発表と表彰の授与を行った。

基調講演
「地域で、みんなで、サステナブルな四国を!

～SDGs達成につながる実践と連携～」

【大賞】
愛媛県立長浜高等学校による

発表
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

(ウ)表彰制度の実施 「第2回ローカルSDGs四国表彰式」開催（2月22日）

ローカルSDGs四国大賞
ユース部門賞
「長高水族館」

愛媛県立長浜高等学校

地域課題解決部門賞
「木や森林を活用した
林業6次産業化事業」

株式会社那賀ウッド（徳島県）

チャレンジ部門賞
「瀬戸内海のマイクロプラスチック汚
染調査とその対策に向けた研究」

愛媛大学附属高等学校 理科部
プラガールズ（愛媛県）

審査委員特別賞
「SDGsを通して持続可能な世の

中を次世代に繋げていく
社会作り」

株式会社パブリック（香川県）

審査委員特別賞
「ブナの森づくりプロジェクト」特
定非営利活動法人由良野の森

（愛媛県）

受賞団体による記念撮影

今年の賞状も、高知県立伊野商業高等学校
の協力を得て作成した土佐和紙を使って作
成しました。
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

(エ)LS四国の事務局の運営

・ 掲載数：488件

（平均40件/月）

・ 閲覧ページビュー数（累計）

55,138件

（平均4,594件/月）
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

新規会員の登録作業、LS四国会員のメリットとなる企画や運営、分科会活動の支援
等を行った（2023年3月27日時点：会員数は、団体173団体（+98）、個人4名
（+1）、協力機関15機関（+1）、アドバイザー3名。※2022年3月8日データと比較）。

(エ)LS四国の事務局の運営
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

7月～1月
kintone活用セミナー開催

（オンライン）※計7回、計8名参加

サイボウズ株式会社が運営する「kintone」の使用方法などを伝えるセミナーを開催。
会員の自発的な発信から、円滑なコミュニケーションや連携の強化が期待できる。

(エ)LS四国の事務局の運営

11月8日
南海トラフ地震香川液状化対策コンソーシアム

との意見交換
（オンライン）
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（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務
イ 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

2022年前半の活動をまとめた3号を作成し、会員や中間支援組織等に送付した。

(エ)LS四国の事務局の運営
配布数：2200部
+オンライン）
配布数：2200部
+オンライン）
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3 他団体主催会議及びEPOネットワーク関連会議等への参加
(1)全国

1月20日
令和4年度第2回中国・四国ブロック会議

（オンライン）

6月14日、1月24日
令和4年度第3回全国EPO連絡会

（オンライン）
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3 他団体主催会議及びEPOネットワーク関連会議等への参加
(2)地方

11月26日
令和3年度四国地域エネルギー・温暖化

対策推進会議幹事会

（オンライン）

12月21日
第7回全国ユース環境活動発表大会

四国地方大会審査会
（オンライン）

12月23日
令和4年度第1回地方EPOネットワー

クとの情報交換会
（オンライン）
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体制図
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